
学 年 教科等 単元名 日 時

第２学年 国語科
むかし話のおもしろさをつたえ合おう

（教材：かさこじぞう）
令和元年 10 月 21 日(月)５校時

本時における

「深い学び」

場面の様子や人物の行動、会話に着目し、言葉の意味を知識や経験と結び付けながら昔話を読

み、言葉を基に想像を広げたり、深めたりすることができたことを客観的にふりかえる学び

授業実践計画

御意見・御質問はこちら（研究部アドレス）

miyafuken@cc.miyazaki-u.ac.jp

言葉にかかわらせるための発問の工夫

登場人物の様子を想像させる発問
本時は、教材「かさこじぞう」の、じいさまがかさを大年の市に売りに行った場面を読み、

じいさまの様子を想像し、内容の大体を捉える時間であった。決して多くはない叙述である
が、じいさまは長時間、かさを売るために奮闘している。意気揚々と市へ出掛けたはずのじ
いさまが、なぜ意気消沈して帰路へ着くことになったのか。子どもに人物の様子を想像し、
行間を読みたくなるようにするため、発問の工夫を行った。

言葉の力をメタ認知させる手立て

授業をふりかえって・・・

○ 主となる発問を基に、人物の行動や会話に着目し、想像を広げたり深めたりしながら
昔話を読むことができた。子どものふりかえりからも、それを実感したことをうかがう
ことができた。

● 発問が多く、誘導的になってしまった。子ども全員が主体的に学習するための発問の
在り方を今後も追究していく必要がある。

児 童 名

「できた」「楽しかった」を５段階で自己評価
授業の終末で毎時間行う。単元をふりかえったときに、

それぞれの時間に何を学んだか、どのように学ぶことがで
きたかを思い出すことができるようにした。これを基に右
の記述を辿り、内容をふりかえることができるようにした。

学んだこと、学習の感想を文で記述
本時では、人物の行動や会話の記述が少なかったが、そ

こから想像できることがたくさんあったことをふりかえっ
ている子どもがいた。目標に関するものを教師が見付け、
全体に紹介し、価値付けることで、子どもが言葉とかかわ
ることができた実感をもつことができるようにした。

T：なぜ、じいさまの様子

は変わったのかな。

C：かさこが売れなかった

からです。

C：だれも振り向いてくれ

なかったからです。

T：じいさまは、どのよう

に声を張り上げたのか

な。

C：真剣な顔で、声を張り

上げたと思います。

C：ばあさまのためにも、

絶対にかさこを売りた

いという気持ちで～

C：ばあさまをがっかりさ

せたくないと思って～

C：絶対にもちこを買うぞ

という気持ちで～

T：じいさまが、すぐにあ

きらめたのではないの

は、どこから分かりま

すか。

C：「しかたなく」という言

葉から分かります。



○ 単元指導計画（16 時間）

段階
主な学習活動及び学習内容

※ 吹き出しは予想される子どもの問題意識や目的意識
教師のかかわり 具体的な評価規準

生
み
出
す
(1)

１ 単元のゴールの姿から単元のめあて及び学習の見

通しをもつ。 ＜１時間＞

○ 身に付けたい言葉の力

◇ 何がどうなったか読む力

○ 単元のめあて

○ 子どもにとって親しみのある昔話「浦島太郎」を、

以下のような方法で紹介する。

そうすることで、「自分ならもっとおもしろさを

伝えることができる」という意識をもつことがで

きるようにする。

○ 昔話や民話等の既習事項や、昔話に関する知識、

経験を想起させることで、おもしろさを見付け、シ

ョーウィンドウに書いて伝え合うという目的意識

とゴールイメージをもち、意欲を高めることができ

るようにする。

○ 昔話を読むことに

関心をもち、見付けた

おもしろさを伝え合

っている。

（態度）

【ふりかえりカード】

挑
む
(10)

２ 教材を通読し、新出漢字と語句の意味を理解する。

＜１時間＞

○ 初発の感想

○ 新出漢字と語句の意味

３ 「時」や「場」を手がかりに、「かさこじそう」の

場面の構成を捉える。

○ 学習計画表 ＜１時間＞

４ 「かさこじそう」の場面の様子に着目し、人物の

行動を想像して読む。 ＜６時間＞

○ 正月を前にかさを作るじいさまとばあさま(1)

○ かさを売りに行ったじいさま(1)

○ しかたなく帰る途中のじいさま(1)

○ 家に帰ったじいさまと迎えたばあさま(1)

○ じいさまとばあさまのところにやってくるじぞ

うさま(2)

５ 「かさこじぞう」のおもしろさをショーウィンド

ウに書いて伝え合う。 ＜２時間＞

○ 「かさこじぞう」を通読し、昔話独特の言葉や

表現による語り口調に気付いたことを認め、称賛

する。そうすることで、それらを楽しもうとする

意欲をもつことができるようにする。

○ 「名前を見てちょうだい」の学習内容を想起させ

ることで、場面分けの視点を明らかにし、物語の構

成を捉えることができるようにする。

○ 場面ごとに次のような言語活動に取り組ませる

ことで、言葉の力を身に付けることができるように

する。

・ 昔話を読み、「おもしろい」と思うことを伝え

合う。

・ 初発の感想と比較し、読みの広がりや深まりを

自覚させる。

・ じいさまとばあさまの行動や会話に着目して読

み、分かったことを基に声や動きで表す。

〇 場面の様子や登場人物の行動、会話に着目させ、

口調、表情、程度、時間の経過等を問う。そうする

ことで、子どもが知識と経験を結び付け、問いに対

して具体的に想像し、内容の大体を捉えることがで

きるようにする。

〇 「ふりかえりカード」を活用し、「めあてを達成

できたか」「楽しかったか」という視点で、５段階

の自己評価を継続させる。そうすることで、学びの

達成度と充実感を視覚化し、学びを実感することが

できるようにする。

○ 「かさこじぞう」のおもしろさを想起させ、仲間

と話し合うことで、自分の考えをもち、ショーウィ

ンドウに書くことができるようにする。

○ 場面の様子や登場

人物の行動、会話を手

掛かりとしながら内

容の大体を捉えてい

る。

（思・判・表）

【ノート】

○ 場面の様子やじい

さま、ばあさまの行動

を基に、内容の大体を

捉えている。

（思・判・表）

【ノート】

○ 主語と述語の関係

に気を付けて、じいさ

まやばあさまの行動

を捉えている。

（知・技）

【発表】

○ 「おもしろい」と思

うことを見付け物語

の内容や感想を伝え

合っている。

（思・判・表）

【ショーウィンドウ】

生
か
す
(5)

６ 並行読書をとおして見付けた昔話のおもしろさを

ショーウィンドウに書き、伝え合う。 ＜５時間＞

〇 昔話ショーウィンドウ制作

〇 ショーウィンドウ発表

〇 ふりかえり

・ 何を学んだか

・ 何ができるようになったか

・ どのように学ぶことができたか

○ 内容の大体と、おもしろいと思ったことをショー

ウィンドウに書かせることで、身に付けた言葉の力

を活用している実感をもつことができるようにす

る。

○ 「ふりかえりカード」を基に単元全体をふりかえ

り、自分が身に付けた言葉の力を自覚するととも

に、おもしろい昔話と出合えた充実感を味わうこと

ができるようにする。

○ 昔話を読んで見付

けたおもしろさを伝

え合っている。

（態度）

【ショーウィンドウ・発表】

○ いろいろな昔話が

あることを理解して

いる。 （知・技）

【ふりかえりカード】

「名前を見てちょうだい」では、「時間」「場所」「新し
い人物」の変化で場面分けをしたな。

２人はどのようなくらしをしていたのかな。

なぜ、じいさまの様子は変わったのかな。

じいさまがやっと安心したのは、なぜかな。

ばあさまは、なぜかさこが売れなくてもがっかりし
ていないのかな。

じぞうさまはなぜ、こんな歌を歌っているのかな

わたしは、じいさまが○○したところがおもしろか
ったな。他の昔話も読んでみたいな。

何がどうなったのかを読み、昔話ショーウィ
ンドウを書いておもしろさをつたえ合おう。

わたしも、好きな昔話があるな。何がどうなったの
かを考えて、おもしろさが伝わるように紹介しよう。

・人物を外見や特徴でのみ紹介→人柄が伝わらない
・人物の行動のみで展開を紹介→何がどうなったか

伝わらない

本時
4/10



「張り上げました」「しかたなく」等の叙述を根拠に、人物の行動や会話を想像し、内容の大体を捉えている。

（思・判・表）【発表・ノート】

○ 本時の目標

○ 指導過程

学習活動及び学習内容 教師のかかわり

１ 本時の学習について話し合う。

○ 前時のふりかえり

○ 本時のめあて

２ 学習の見通しをもつ。

○ 一斉音読（教師の追い読み）

○ ペアで役割読み

・ じいさま

・ 地の文と松売り

○ 教師と子どもで役割読み

３ かさを売ろうとしたじいさまの様子と、その変化を捉え

る。

○ 町の様子

・ 「大にぎわいでした」

○ 意気込んでいるじいさま

・ 「声をはり上げました」

○ がっかりしたじいさま

・ 「しかたなく、～帰ることにしました」

○ なぜようすが変わったか

・ けれども←がんばりにもかかわらず

・ しかたなく←がっかり「すまない」

４ 本時の学習をまとめる。

○ かさこを売りに行ったじいさまの様子

５ 本時の学びをふりかえる。

○ 記号によるふりかえり

・ めあてが達成できたか

・ 学習が楽しかったか

○ 文の記述によるふりかえり

・ 今回の学習で学んだこと

・ 学習の感想

○ 前時の学習をふりかえり、冒頭場面でよい年越しをする

ために意気揚々とかさを作ったじいさまとばあさまの様

子を想起させることで、展開への期待を高め、読む意欲を

もつことができるようにする。

○ 人物と場所を確認すること、周囲の状況を想像すること

等、目的を明確にしながら繰り返し音読させることで、様

子を想像し、内容の大体を捉えることができるようにす

る。

○ 役割を決めて音読させることで、人物の行動や様子を想

像することができるようにする。

○ 子どもの音読の様子から、声の出し方の変化について気

付いたことを話し合わせることで、じいさまの様子の変化

に気付くことができるようにする。

○ じいさまの意気込んでいる様子やがっかりしている様

子の根拠となる言葉を問うことで、言葉にかかわろうとす

る意識を高めることができるようにする。

○ 「なぜ、じいさまのようすは変わったのかな。」と

発問することで、市の様子やじいさまの行動に着目するこ

とができるようにする。

○ じいさまの口調、表情、時間の経過、体の感覚、ばあさ

まに対して考えたことを補助的に問うことで、じいさまの

行動を具体的に想像することができるようにする。

○ 家を出る前のじいさまとばあさまの様子を想起させる

ことで、念願のもちを諦め「しかたなく」帰ることにした

じいさまの理由に気付くことができるようにする。

○ 一つの言葉を基に想像を広げたり、深めたりすることが

できた子どもの姿を価値付けることで、言葉とかかわり、

考えをもち、伝え合うことができた実感をもつことができ

るようにする。

○ 「ふりかえりカード」を活用し、「めあてを達成できた

か」「楽しかったか」という視点で５段階の自己評価を継

続させることで、学びの達成度と充実感を視覚化し、学び

を実感することができるようにする。

○ 学んだこと、学習の感想を記述し、発表させることで、

学習の充実感を味わい、言葉の力が身に付いたことを自覚

することができるようにする。

○ 本時の評価規準

かさを売りに行ったじいさまのようすをそうぞう
しながら読もう。

長い時間張り切ってかさこを売ろうとしたけ
ど、売れなくてとてもがっかりした。

「
帰
り
に
は
、
も
ち
こ
買
っ
て
く
る
で
。
に
ん
じ

ん
、
ご
ん
ぼ
も
し
ょ
っ
て
く
る
で
の
う
。」

大
年
の
市
↓
人
で
大
に
ぎ
わ
い

じ
い
さ
ま
も
、
声
を
は
り
上
げ
ま
し
た

「
え
え
、
か
さ
や
か
さ
や
あ
。

か
さ
こ
は
い
ら
ん
か
。
」

け
れ
ど
も
、
だ
れ
も
ふ
り
む
い
て

く
れ
ま
せ
ん

。

し
か
た
な
く
、
じ
い
さ
ま
は
帰
る
こ
と
に

「
あ
あ
、
も
ち
こ
も
も
た
ん
で
帰
れ
ば
、
ば
あ
さ

ま
は
が
っ
か
り
す
る
じ
ゃ
ろ
う
の
う
。」

時間の経過・体の感覚

落

胆

期

待

かさを売りに行ったじいさまの様子を想像し、内容の大体を捉えることができる。

焦

り
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